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平成 28 年度労災疾病臨床研究事業費補助金事業 研究結果の概要 

 

 

研究課題 ： 運動器外傷診療の質向上を目指した探索的研究 

～初療からリハビリテーション、社会復帰まで～ 

研究代表者： 独立行政法人労働者健康安全機構 

 横浜労災病院 運動器センター 三上 容司 

 

1.研究の目的 

四肢長管骨骨折及び骨盤・寛骨臼骨折症例を登録することにより、本邦の運

動器外傷医療の現状と問題点を把握し、治療成績向上と早期社会復帰のための

改善策を提案すること。 

 

2.背景および研究の意義 

四肢長管骨骨折及び骨盤・寛骨臼骨折は運動器の代表的外傷である。これら

の骨折症例を全国規模で登録することにより、運動器外傷診療の現状を把握で

きると考えられる。本登録により四肢長管骨骨折及び骨盤・寛骨臼骨折の治療

方法、合併症、治療結果、治療結果に影響する因子などが明らかになる。得ら

れた情報により、本邦の医療水準が明らかとなり、各施設や各地域の間での比

較、将来的には経年的な比較を行い、医療の進歩を検証することも可能になる。

また、受傷後の社会復帰状況に関するデータから、社会復帰を阻害する要因や

促進する要因を明らかにすることも可能となる。個々の治療法のみならず人

的・物的資源の適切な配置等の医療体制を含めた問題に対して、根拠に基づい

た改善方法を医療者および社会へ示すことが可能になる。以上のことにより、

本邦の運動器外傷の治療成績の向上と早期社会復帰に向けた方策の提案が行え

る。 

３．研究方法 

対象患者は、四肢長管骨骨折及び骨盤・寛骨臼骨折（開放性・閉鎖性を含む）

で手術を実施した患者で、受傷から3週間以内に研究協力施設を受診したのもの

とした。年齢は、18歳―65歳。多施設共同前向き観察研究である。平成27年11

月より、調査を開始した。 

 主な調査項目は、以下のごとくである。 患者背景として、年齢（受傷時）、

性別、誕生月、職業、基礎疾患、喫煙、保険種類、外傷に関して、受傷日時、

受傷機転、四肢長管骨骨折及び骨盤・寛骨臼骨折の治療に影響を与える合併外

傷の有無・内容、骨折側：右側、左側、骨折部位及び型：AO/OTA分類、開放骨

折分類：Gustilo 分類、OTA分類、開放骨折に対する抗菌薬使用状況：使用開始
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時期、薬品、使用期間、手術に関して、手術日時、アメリカ麻酔学会術前状態

分類、開放創処置、骨折処置、治療経過に関して、骨癒合不全に対する追加手

術、手術部位感染とその起炎菌、切断、骨癒合時期、復職時期、復職職業、治

療費Quick DASH（上肢機能評価）、LEFS（下肢機能評価）、SF8（日常生活評価）、

EQ5D（QOL評価）、TSK-J（心理的評価）などである。 

受傷日から2年間を調査期間とした。症例登録は、ウェブサイト上で行った。 

 研究への参加は、被験者に説明書を渡した上で、で説明し記録することとし

た。また、院内掲示、ホームページ上に研究内容の情報を公開した。被験者に

研究参加撤回の機会を十分に与えた。 

４．研究成果 

すでに前年度までに構築した症例登録システムを利用して、702例の症例登録

を得た。内訳は男性62.1 % 、女性37.9%、年齢は18歳～65歳、平均47.1歳であ

った。受傷機転は転倒が29%で最も多く、次いで、交通事故27%、墜落・転落23%、

スポーツ9%であった。喫煙率は喫煙の有無が判明している症例の31.0%、で一般

人の喫煙率19.3%より高い傾向にあった。受傷時の就業状況は、就業あり67%、

就業無し20%、不明13%であった。受傷時の就業形態としては正規雇用が最も多

かった。保険種類は、健康保険が63%と最も多く、労災保険が20%、自賠責4%で

あった。登録された骨折のうち、閉鎖骨折79.2%、開放骨折15.6%、不明5.2%で

あった。骨折部位は下腿が39%と最も多く、次いで、前腕25%、大腿17%、上腕10%、

骨盤4%であった。 

５．結論 

約700例の骨折手術患者のデータを解析した結果、骨折手術患者は一般人に比

べ喫煙率が高く、開放骨折は閉鎖骨折の5倍であることが判明した。また、骨折

部位で最も多いのは下腿であった。 

６．今後展望 

今後、症例登録を継続すると同時に、復職、骨癒合、感染、痛みなどに関連

する要因の解析を行う予定である。 


